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( John Lyly, 15541606) の劇作家としてのキャリアの
停止につながった1)｡ その９年後, 1599年に活動を再
開した同少年劇団は, 今度はジョン・マーストン
( John Marston, 15761634) を擁してこけら落としの
舞台に 『アントニオとメリダ』 (Antonio and Mellida,
1599) を上演した｡ マーストンは, おそらくそれ以
前にミドル・テンプル法学院のクリスマス祝宴で 『鞭










論じられてきた｡ 古くは1960年代の Anthony Caputi
や R. A. Foakesによるパロディ論で, 『アントニオと
メリダ』 やその続編の 『アントニオの復讐』











マンスに関する Edel Lambの研究や, 観客と少年俳
優の交感的つながり (phatic connection) を論じるMi-
chael Wiltmoreの研究などで取り扱われている5)｡
その一方で, 『アントニオとメリダ』 のテーマや劇
構造については, 続編である 『アントニオの復讐』 に
比して論じられることが格段に少ない｡ 二つのアント
ニオ劇に見られるアイデンティティの不連続性につい
て論じた Dollimore論をはじめ, Antonio Playsとタイ
トルがつく論文のほとんどが, 復讐悲劇である 『アン





worthless present of my slighter idleness”) である本
作を ｢非常にとりとめがない｣ (“seriously fantastical”)























John Marston, Antonio and Mellidaの作劇法
再開直後のセント・ポールズ少年劇団での上演事情から






















Such mustie fopperies of antiquitie,
And doe not sute the humorous ages backs,
With clothes in fashion







作者不詳の 『ドディポル医師の知恵』 (The Wisdom of
Doctor Dodypoll, 1600) と 『乙女の変身』 (The Maid’s
Metamorphosis, 1600) があり, Gair (1982) はそれら
を ｢急いで描かれた劇｣ と推測しながら, それぞれリ
リーの 『キャンパスピ』 (Campaspe, 1584) と 『ガラ
テア』 (Galatea, 1588) との類似性を指摘する (128)｡
つまり, 再開直後のセント・ポールズ少年劇団は80年
代のリリーの芝居の記憶をある程度引きずって活動を








(1982) や Gurr (1996) の研究を基に1598～99年のセ
ント・ポールズ少年劇団を巡る５人の人物を紹介しよ
う9)｡ まずトマス・ジャイルズ (Thomas Gyles, ?
1600) は, 長らくエリザベス女王の愛顧を受けたセ















伯ウィリアム・スタンリー (William Stanley, 6th Earl


























２－２. 1599年当時の Paul’s Boys
では再開にこぎつけたセント・ポールズ少年劇団は,
実際に何人の少年俳優で劇を上演していたのであろう







Robert Coles (or Cole)
John Thomkins (Tomkins) (1586年生)
Samuel Marcupp (Warcupp?)




このうち Robert Coles と John Norwood の二人は,
『アントニオとメリダ』 の1602年クォート版の４幕１
場のト書きにそれぞれ “Enter Andrugio, Lucio, Cole
and Norwod” と名前が出てくる｡ マーストンが劇作
にあたって少年俳優たちの名前を知っていたことの証
拠でもある｡ また John Taylorと William Thaireの二
人は1594年の登録簿にも名前が載っており, 1598年当
時で少なくとも４年以上は在籍していたことになる｡
その一方 Thomas Ravenscroftは若干６歳で, 仮に翌
年 『アントニオとメリダ』 に出演したとしても７歳で
ある｡ Gair (1982) は1598年のリストに Anthonie
Hitchmanという少年を加えている (184)｡ 更に98年
の記録には載っていないが1600年頃に同少年聖歌隊に
所属していた可能性があるのが Alvery Trussell と

















Roslyn L. Knutson (2001) は成人劇団のダブリング・








数｣ (84) と述べているが, その根拠として Trevor
Lennamの研究を引き合いに出して以下のように述べ
る｡
Trevor Lennam, addressing the number of boys in
the company before 1599, observed that seven of
the older boy appear to have been retained by the
chapel, and he queried whether they were “still use-
ful to [the boys’] theatrical enterprise, perhaps aid-
ing, and some of them even augmenting, the ten






































ラテア』 (Galatea, 1588) , 『エンディミオン』
(Endymion, 1588), 『マイダス』 (Midas, 1589), 『愛
の変身』 (Love’s Metamorphosis, 1590) の４作につい
て, 幕場ごとの登場人物の出入りを表に起こしたもの
である｡
うち, 『ガラテア』, 『エンディミオン』, 『マイダス』
は Speaking Partがそれぞれ25人, 27人, 27人と大人
数であるが, 主要人物を固定すれば残りの役はダブリ






















場には不在の Epiton も, 例えば Corsites か Floscula
などとダブリングが可能だ｡ 残りのキャストそれぞれ
１回ずつの登場なので誰かがその場その場で扮すれば
よく, 従って 『エンディミオン』 も最大13人, おそら
く12人の役者でも事足りる21)｡
『マイダス』 には27人の Speaking partがいる割に,
一つの場面につき登場するのは５人～７人プラスαで
ある｡ 出番の多さから Midas, Midasの３人のカウン
セラー, Licio, Petuliusの６人が主要キャストとして
固定される｡ 他の４人が Motto, Dello, Sophronia,
Celiaを割り振りながらかつその他の役をダブリング
で演じれば, 少年俳優10人だけでまわると見える｡




だろう｡ ちなみに 『愛の変身』 は1601年に出版された










































A. H. Bullenが付加した場割で, それを G. K. Hunter
や Reavely Gairが踏襲したものであるため, この場
割に固執せずにキャストの入退場を見ていく必要があ
る｡ そこで 『アントニオとメリダ』 の1602年のクォー
ト版に立ち返り, 各幕の展開を細かく区切りながら登
場人物表を作成した (表５)23)｡
本劇の speaking partは21～22人である｡ 序劇には
８人の少年俳優が登場し, うち一人は Alberto と
Andrugioの２役をダブリングで演じることを観客に







2～3 人や 4～5 人, 多くて８人ぐらいの登場である｡
主要12人以外の役は出番が少なく, 例えば Cazzoと
Dildoは宮廷人の中で比較的出番の少ない Galeazzoと




















ある｡ 右端のプロットの欄からは, Antonio と父親
Andrugio, 恋人 Mellida, Mellidaの父親 Pieroを中心
とした, 恋人・親子の別れと再会のプロットと,
Felice, Rosaline, その他の宮廷人を中心とする風刺
喜劇 (comical satire) のプロットが交互に出てくるこ














































言われてきたような ｢一貫性がない｣ とか ｢今にも壊


























2) Reavely Gair, The Children of Paul’s : the story of a
theatre company, 15531608, Cambridge : Cambridge UP,
1982, p. 116. Gairはこの点は P. J. Finkelperlの “John
Marston’s Historio-Mastix as an Inns of Court Play : A
Hypothesis” Hunington Library Quarterly 29 (1996)
22334に基づいている｡
3) Anthony Caputi, John Marston, Satirist, New York :
Cornell UP, 1961, p. 113. R. A. Foakes, ‘John Marston’s
Fantastical Plays : Antonio and Mellida and Antonio’s
Revenge’, Philological Quarterly, 41 (1962), 236.
4) たとえば G. K. Hunter (1965) は, 少年俳優によっ
て造り物に過ぎない劇世界が強調されているとしなが
らも, 結果的に生み出される効果は ｢パロディ｣ では
なく, ｢情熱的な真剣さ｣ と ｢ばかばかしいほどの意
味のなさ｣ の併存であるとみなす (pp. xvi-xvii)｡ ま







5) Lamb (2009) は, マーストン劇が意図的に舞台上
の少年の身体に注目させることで, 男性性を獲得する
前の ｢子供｣ のアイデンティティを探求していると論




6) Michael Shapiro, Children of the Revels, New York : Co-
lumbia UP, 1977, pp. 12936. 特に pp. 13132.
7) Gair, Introduction to Antonio and Mellida, p. 45.
8) 勝山貴之 ｢女王陛下の少年劇団―劇団・劇場・宮廷
上演｣ (2012), pp. 1017.
9) 以下, ５人の人物の経歴については Reavely Gair,
The Children of Pauls, Andrew Gurr, Shakespearean Play-
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務も1600年８月まで続けた (Gair, Introduction to Anto-
nio and Mellida, p. 22)｡




12) 1599年11月13日までに Rowland Whyteが Sir Robert
Sidneyに “My Lord Derby hath put up the plays of the
Children in Paul’s to his great pains and charge” と書
き送っていることから, ポールズ少年劇団の活動再開
は1599年秋ごろと思われる (Gair, Introudction to Anto-
nio and Mellida, p. 24)｡
13) 以下の名前一覧は H. N. Hillebrand, The Childe Ac-
tors, pp. 110112 を参照し加筆した｡ 生年を付した
John Tomikinsと Thomas Ravenscroftは, 後に音楽家
として名を残したために現代の研究者が DNBやその
他の記録と照合して生年を割り出したもの｡ これによ
ると John Tomkins は1598年当時に12歳, Thomas
Ravenscroftは若干６歳ということになる｡
14) Trussellの方は “an apprentice to one Thomas Gyles”,









た (Shapiro, pp. 78)｡ 少年聖歌隊の全員が劇に出た
という確証はないが, 本論では少年俳優の人数を少年
聖歌隊の人数を基に算定する｡
16) Roslyn Lander Knutson. Playing Companies and Com-
merce in Shakespeare’s Time, Cambridge : Cambridge UP,
2001, pp. 8489.












21) David Bevingtonは Sir Tophasと二人の見張りは成
人によって演じられたのではと推測 (Introduction, p.
57)｡
22) 舞台は Chapter Houseの隅を利用していたらしい｡
Gair, ‘The Presentation of Plays at Second Paul’s : The
Early Phase (15991602)’ (1978), pp. 4047.
23) 基づいたテキストは上演台本 (prompt book) では
なく1602年のクォート版であるが, このクォート版は
マーストン自身の手書き原稿に基づくとされる (Gair,
1991, pp. 14)｡ 上演台本から若干の加筆があった可




George Geckle (1980) は, “What is lacking is any sort
of unity of tone because the serious scenes are too seri-
ous and the comic ones too light ; that is, the contrasts
between scenes are so striking as to be disconcerting”
(p. 73) と批判しているが, 二つの筋の対照ゆえに統
一性が失われると捉える必要はない｡
25) ５幕の Rosalineと Pieroの会話などは, とくに Bea-
triceを思い起こさせる｡




27) G. K. Hunter, Introduction, p. xii
28) Geckle, p. 78.
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55杉浦 裕子：John Marston, Antonio and Mellidaの作劇法
表１ Galatea 1588年 (Speaking parts 25人)
1.1 1.2 1.3 1.4 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 3.1 3.2 3.3 3.4 4.1 4.2 4.3 4.4 5.1 5.2 5.3
Tityrus 父 ○ ○ ◎
Galatea ♀ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Melibeus 父 ○ ○ ◎
Phillida ♀ ○ ○ ○ ○ ◎
Cupid ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Robin ○ ○ ○
Rafe 三人兄弟 ○ ○ ○ ○ ○
Dick ○ ○
A Mariner ○




○ ○ ○ ○
(○？)Eurota ♀ ダイアナの ○ ○ ○ ○
Ramia ♀ ４人のニンフ ○ ○ ○
Larissa ♀ ○ ○ ○退場
Neptune ○ ○ ◎
Fairies (複数) ○(複)
Peter (boy) ○ ○
An Alchemist ○ ○
An Astronomer ○






表２ Endymion 1588年 (Speaking parts 27人)
1.1 1.2 1.3 1.4 2.1 2.2 2.3 3.1 3.2 3.3 3.4 4.1 4.2 4.3 5.1 5.2 5.3 5.4 5.4にいない人物
Endymion ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Eumenides ○ ○ ○ ○ ◎
Tellus ♀ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Floscula ♀ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Dares (page) ○ ○ ○ ○ ○ ○ Dares
Samias (page) ○ ○ ○ ○ ○ ○ Samias
Sir Tophas ○ ○ ○ ○ ◎
Epiton (page) ○ ○ ○ ○ ○ Epiton
Dispas ♀ ○ ○ ○ ◎
Scintilla ♀侍女 ○ 侍女
Favilla ♀侍女 ○ 侍女
Bagoa ○ ◎
Cynthia ♀ ○ ○ ○ ◎
Semele ♀ ○ ○ ○ ◎
Corsites ○ ○ ○ ○ ◎
Panelion ２人の ○ ○ ○ ○ ２人の
Zontes 貴族 ○ ○ ○ 貴族
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表３ Midas 1589年 (Speaking parts 27人)




Midas ○ ○ ○ ○ ◎
Eristus マイダスの ○ ○ ○ ○ (others) ◎
Maritus ３人のカウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Mellacrites ンセラー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
Licio (page) ○ ○ ○ ○ ◎
Petulus (page) ○ ○ ○ ○ ◎
Minutius (page) ○
Motto ○ ○
Dello (boy) ○ ○
５人の羊飼い ○(５人)
Huntsman ○
Erato ♀ ３人の ○
Thalia ♀ ニンフ ○
anotoher ♀ ○
Sophronia ♀ ○ ○ ○ ○ ○
Celia ♀ ○ ○
３人の貴夫人 ♀ ○(３人) ○(２人)
Pipenetta ♀ ○ ○ ○
othres ○(複) ○(複) ○(複)
※最終場に登場するキャスト：５人＋others
※３幕３場に登場するキャスト：７人＋others
表４ Love’s Motamorphosis 1590年 (Speaking part 15人)
1.1 1.2 2.1 3.1 3.2 4.1 4.2 5.1 5.2 5.3 5.4
Cupid ○ ○ ○ ◎
Ramis 羊飼い ○ ○ ○ ○ ◎
Montanus 羊飼い ○ ○ ○ ○ ◎
Silvestris 羊飼い ○ ○ ○ ○ ◎
Nisa ♀ニンフ ○ ○ ○ ◎
Celia ♀ニンフ ○ ○ ◎
Niobe ♀ニンフ ○ ○ ○ ◎
Erisichthon 父 ○ ○ ○ ◎
Petulius ○ ○ ◎
Merchant ○
Ceres ♀ ○ ○ ◎
Tirtena ♀ニンフ ○ △
Fidelia ♀ ○
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0
co
m
ic
al
宮
廷
人
達
,
R
o
sa
li
n
e
,
F
e
li
ch
e
R
o
sa
li
n
e
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
宮
廷
人
の
愚
か
さ
｡
他
の
宮
廷
人
達
を
一
線
を
画
す
る
風
刺
家
F
e
li
ch
e
｡
co
m
ic
al
sa
ti
re
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1 
21
0
約
50
se
ri
o
u
s
P
ie
ro
,
M
e
ll
id
a,
宮
廷
人
M
e
ll
id
a
は
無
理
矢
理
G
al
e
az
zo
,
M
az
za
g
e
n
te
と
踊
ら
さ
れ
そ
う
に
な
る
｡
苦
悩
21
1 
26
5
約
50
co
m
ic
al
R
o
sa
li
n
e
,
宮
廷
人
R
o
sa
li
n
e
は
宮
廷
人
達
を
手
玉
に
取
る
｡
co
m
ic
al
sa
ti
re
26
6 
31
5
約
50
se
ri
o
u
s
A
n
to
n
io
,
M
e
ll
id
a
恋
人
二
人
の
再
会
｡
再
会
３
幕
1 
11
5
約
11
0
se
ri
o
u
s
A
n
d
u
rg
io
,
L
u
ci
o
A
n
d
ru
g
io
は
敗
戦
と
息
子
を
失
っ
た
不
幸
を
嘆
く
｡
歌
｡
別
れ
・
苦
悩
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6 
23
3
約
16
0
co
m
ic
al
F
e
li
ch
e
,
宮
廷
人
達
F
e
li
ch
e
の
宮
廷
批
判
｡
特
に
C
as
ti
li
o
を
か
ら
か
う
｡
歌
co
m
ic
al
sa
ti
re
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4 
27
5
R
o
sa
li
n
e
,
宮
廷
人
達
,
F
e
li
ch
e
鏡
を
持
っ
た
宮
廷
人
達
の
コ
ミ
カ
ル
な
振
る
舞
い
｡
27
6 
34
6
約
12
0
se
ri
o
u
s
P
ie
ro
,
M
e
ll
id
a,
A
n
to
n
io
な
ど
A
n
to
n
io
と
M
e
ll
id
a
の
逃
亡
計
画
が
ば
れ
る
｡
A
n
to
n
io
の
嘆
き
｡
別
れ
・
苦
悩
34
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40
0
P
ie
ro
,
宮
廷
人
,
A
n
to
n
io
,
M
e
ll
id
a
変
装
し
た
A
n
to
n
io
と
M
e
ll
id
a
が
P
ie
ro
の
元
か
ら
別
々
に
脱
走
｡
４
幕
1 
13
7
約
13
0
se
ri
o
u
s
A
n
to
n
io
,
A
n
d
ru
g
io
,
L
u
ci
o
A
n
d
ru
g
io
と
A
n
to
n
io
の
親
子
再
会
｡
歌
｡
再
会
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8 
22
5
約
90
A
n
to
n
io
,
M
e
ll
id
a
A
n
to
n
io
と
M
e
ll
id
a
再
会
｡
再
会
22
6 
27
7
約
50
se
ri
o
u
s
P
ie
ro
,
宮
廷
人
達
,
M
e
ll
id
a
M
e
ll
id
a
が
父
親
に
捕
ま
る
｡
別
れ
27
8 
31
4
約
40
se
ri
o
u
s
A
n
to
n
io
,
A
n
d
ru
g
io
,
L
u
ci
o
A
n
to
n
io
は
M
e
ll
id
a
が
捕
ま
っ
た
と
知
り
,
無
言
で
去
る
｡
A
n
d
ru
g
io
は
息
子
の
不
幸
を
み
て
激
情
に
か
ら
れ
る
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苦
悩
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約
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0
co
m
ic
al
F
e
li
ch
e
,
宮
廷
人
達
F
e
li
ch
e
の
宮
廷
批
判
｡
特
に
A
lb
e
rt
o
を
か
ら
か
う
｡
co
m
ic
al
sa
ti
re
94

23
7
約
14
0
co
m
ic
al
P
ie
ro
,
宮
廷
人
達
歌
と
m
as
q
u
e
23
8 
37
3
約
14
0
se
ri
o
u
s
(雨
の
ち
晴
)
P
ie
ro
,
A
n
d
ru
g
io
,
A
n
to
n
io
,
M
e
ll
id
a
な
ど
A
n
d
ru
g
io
が
P
ie
ro
の
宮
廷
に
乗
り
込
む
｡
｢息
子
の
棺
｣
か
ら
A
n
to
n
io
が
飛
び
出
す
｡
P
ie
ro
は
A
n
d
ru
g
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と
和
解
し
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n
to
n
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と
M
e
ll
id
a
の
仲
も
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め
る
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o
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u
e
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